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道 徳 科 学 習 指 導 案
令和２年１１月２７日（金） 第５学年３組（５年３組教室） 指導者 内田 圭祐

【主 題】 本当の友達「ミレーとルソー」 （内容項目Ｂ10「友情，信頼」）

考察 道徳的諸価値についての理解 自己の生き方についての考え 道徳性
（道徳的判断力，道徳的心情，道徳的実践意欲と態度）

育成を
目指す
資質能力

児童の ・楽しく生活したり，助けても ・一部の児童は，信頼関係を深めた友達だか ・互いに楽しく生活したり，助け合ったり
実態 らえたりするなど，友達がい らこそ，友達に対して行うことや行わない する友達関係をつくっていこうとする道

ることのよさは理解している。 ことがあることに気付いている。 徳的判断力をもっている。
・信頼関係を深めた友達がいる ・一部の児童は，信頼関係を深めた友達だか ・互いに高め合えるようなよりよい友達関
ことで互いを高められること らこそ，友達に対して行うことが難しいこ 係をつくっていこうとする道徳的判断力
は理解していない。 とがあることに気付いている。 はもてていない。

価値

見方・考え方 「本当の友達」のあり方について，自己との関わりで多面的・多角的に捉え，これからの自己の生き方について考えること

今後の学習 ６年「陽子、ドンマイ！」での男女関係なく助け合い，高め合う友達関係のよさについて考える学習へと発展していく。

他の教育活動 ・友達の気持ちや状況を真剣に考えて行動することについて
との関連 例：友達から悩みなどの相談をされる場面，友達が困っていそうなときに話しかける場面，友達がいけないことをしたことを知った場面

信頼関係を深めた友達がいることはよいことである。なぜなら，そのような友達は，自分のことを真剣に考えて，自分のためになる
ように行動してくれるからである。また，互いのことを真剣に考えることで，互いを磨き合い，高め合う友達関係が生まれる。しかし，
高学年の児童は，友達のことを真剣に考えて行動することよりも，友達関係が壊れないように行動することが多い。そこで，信頼関係
を深めた友達がいることのよさに気付くことが大切となる。

・「本当の友達」のあり方について，自分の生活経験や教材の登場人物の状況や行為を基に，友達や教師と話し合い，信頼関係を深めた
友達がいることのよさに気付くことで，互いに高め合う友達関係をつくろうとする道徳的心情を養う。

ミレーに自分が絵を買ったことを伝えなかったルソーの姿から，児童は「本当の友達」についての問題意識をもつことができる。ま
た，本当のことを伝えたときの登場人物と自分の気持ちや状況などに着目することで，「本当の友達」は，友達のことを真剣に考えた
上で行動することに気付く。そして，話合いを進める中で，「本当の友達」がいることで，互いを認め合い，高め合えることに気付き，
友達とよりよい友達関係を築いていこうと考えられるようになる。
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※授業の様子は，本校 HPでも紹介しています。 

【教育研究→令和２年度提案・部内授業の様子】 

機器 タブレット（１人１台），大型モニター 

使用アプリ ロイロノート 

機能等 提出箱（共有・比較） 
 

〇実際の授業の流れと児童の様子 
【導入】 児童は，今までの友達との過ごし方を想起し，「遊ぶ」「ケンカを
する」「仲直りをする」など，多様な意見を出した。次に，「ミレーとルソー」

という教材を読み，「２人は本当の友達であるか」という教師の問いかけに

対して，ほとんどの児童は本当の友達であるという考えに挙手をしていた。

そして，自分たちと登場人物の友達関係を比べ，「本当の友達」のあり方に

ついての問題意識をもち，「本当の友達とは，どんな友達なのだろう」とい

う学習課題を立てた。 

【展開】 児童は，学習課題に対す
る自分の考えを「支える」「支え合

う」「信頼」「相手のことを考える」

などと書いて，提出箱に出した。あ

る児童は提出された学習課題の考

えの一覧を見て，最初の「支え合う」

という考えに，友達の「相手のこと

を考える」という考えを付け足し

て，「本当の友達とは，相手のこと

を考えた上で，支え合うことができ

る友達」としていた。これは，多様

な他者の考えを共有することによ

り，自分の考えが一面的であることに気付き，学習課題について多面的・多

角的に考えた姿と分かる。一方で，短時間で多くの考えを共有したことによ

り，自分の考えと友達の考えの共通点や相違点に気付けない児童も見られた。

その後，提出された友達の考えと自分の考えを比較しながら，友達に考えの

理由を聞きに行った。個別の話合いの後，学

級全体で考えを出し合い，ミレーとルソーの

ような本当の友達関係となることのよさや

難しさについて話し合った。 

【終末】 教師は，本時に学習したことを踏
まえて学習課題に対する考えをタブレット

に書く機会を設けた。最初に共有した自分や

友達の学習課題に対する考えをタブレット

上に取り出し，黒板を見て，「本当の友達と

は，いつも相手のことを思い，自分がどんな

立場であっても支え合うことのできる友達」

であると学習課題に対する考えをまとめた。

これは，タブレットや黒板に視覚化された考

えを用いることにより，互いの考えのよさを

活用して，より自分が納得する考えをもつこ

とができた姿であると考えられる。一方で，

視覚化された考えが多数あることにより，考

えを羅列するだけになってしまい，考えをま

とめることができない姿も見られた。 

 最後に，大型モニターを使って学習課題に

対する自分の考えを発表した。 

 

〇授業改善に向けて 
・自分の考えが一面的であることに気付いた上で，道徳的価値について議論 

することができるよう，タブレットに示す考えの数を制限し，自分と友達 

の考えの違いを十分に比較する時間を確保することが必要である。 

・多様な考えを自分の考えとしてまとめることができるよう，使用する考え 

の数を制限したり，思考ツールを使ったまとめ方を例示したりすることが 

必要である。 

<生活経験（今までの友達

との過ごし方）の想起> 

<改めて書いた自分の考え＞ 

 

 

 

<学習課題に対する考えを共有する様子> 

<大型モニターで発表される意見＞ 

 

<考えの理由を聞く様子＞ 

授業の振り返り 


